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ＢＮＹメロン・グローバル・リアル・リターン・ファンド (USD Xクラス) -

マネーポートフォリオ・ファンド -

現金等
*1 100.0%

2019年 2019年 2019年 2020年 2020年 設定来累計
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四半期決算コース（為替ヘッジあり）

※ファンドの騰落率は、課税前分配金を再投資したものとして計算しています。

※分配金実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。

ファンド概要
 設定日：2015年12月21日
 決算日：毎年3月、6月、9月、12月の

各17日（休業日の場合は翌営業日)
 信託期間：2023年3月17日まで

■主として世界の株式、債券、通貨等を実質的な投資対象とし、様々な投資環境に柔軟に対応しながら中長期的に米ドルベースで絶対収益の

追求*を目指して運用を行います。*絶対収益の追求とは、市場の変動に左右されないで収益を追求することを目的とした運用を目指すことで、

必ず収益を得ることができる運用という意味ではありません。実質的な運用は、アイルランド籍外国投資信託である「ＢＮＹメロン・グローバル・

リアル・リターン・ファンド（ＵＳＤ Ｘクラス）」を通じて行います。四半期決算コース（為替ヘッジあり）と四半期決算コース（為替ヘッジなし）の２つの

コースからお選びいただけます。■四半期決算コース（為替ヘッジあり）は、原則として米ドルに対して為替ヘッジを行い、為替変動リスクの

低減を図ります。※外国投資信託の資産の内容によっては、米ドル以外の通貨と米ドルとの間で為替変動の影響を受けます。■四半期決算

コース（為替ヘッジなし）は、原則として米ドルに対して為替ヘッジを行いません。■実質的な運用は、BNYメロン・グループ傘下の資産運用会社

である「ニュートン・インベストメント・マネジメント・リミテッド（以下、ニュートン）」が行います。

*1 キャッシュのほか、未収金・未払金、為替ヘッジによる評価損益等を含み、マイナスと
なる場合もあります。

※ 小数点以下第2位を四捨五入しているため、足し合わせても100%に一致しないこと
があります。

※基準価額は信託報酬控除後のものです。
※当該実績は過去のものであり、将来の運用成果を約束するものではありません。

ファンド状況

1万口当たりの基準価額および純資産総額の推移

ファンド騰落率

分配金実績（1万口当たり、課税前）

ポートフォリオの構成比率

四半期決算コース（為替ヘッジなし）

※ファンドの騰落率は、課税前分配金を再投資したものとして計算しています。

※分配金実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。

*1 キャッシュのほか、未収金・未払金等を含み、マイナスとなる場合もあります。
※ 小数点以下第2位を四捨五入しているため、足し合わせても100%に一致しないこと

があります。

ファンド状況

1万口当たりの基準価額および純資産総額の推移

ファンド騰落率

分配金実績（1万口当たり、課税前）

ポートフォリオの構成比率

※基準価額は信託報酬控除後のものです。
※当該実績は過去のものであり、将来の運用成果を約束するものではありません。

基準日: 2020年7月31日

ＢＮＹメロン・グローバル・リアル・リターン・ファンド (USD Xクラス) -

マネーポートフォリオ・ファンド -

現金等
*1 100.0%

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来

+ 3.82% + 7.00% + 0.24% + 3.50% + 8.22% + 7.61%

ファンド

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来

+ 1.71% + 5.97% - 2.34% + 1.77% + 9.94% + 5.34%

ファンド

基準価額 10,447 円 純資産総額 4.7 百万円 (前月末比） + 384円

基準価額 10,328 円 純資産総額 6.5 百万円 (前月末比） + 174円
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基準日: 2020年7月31日

資産構成比率の推移

資産構成比率 通貨配分

(%)

(%)

(%)

債券デリバティブ

株式デリバティブ

（2013年8月末～2020年7月末)

米ドル 87.3%

アジア・パシフィック通貨（除く日本円） 1.9%

欧州通貨（除くユーロ、英ポンド） 1.4%

英ポンド 2.0%

日本円 0.4%

その他 1.5%

ユーロ 5.5%

通貨合計 100.0%

20/7

<リターン追求資産>

オルタナティブ

新興国債券

再生可能エネルギー

関連(ファンド)

インフラ関連

(ファンド）

転換社債

社債

株式

<リスク相殺資産>

変動金利債等

インデックス連動債

商品

金関連株

キャッシュ等

国債

  リスク相殺資産

国債 4.2%

キャッシュ等 7.6%

金関連株 0.8%

商品 15.4%

インデックス連動債 3.5%

変動金利債等 0.0%

  リターン追求資産

株式（①） 39.5%

社債 13.2%

転換社債 0.0%

オルタナティブ 11.8%

新興国債券 4.0%

  合計 100.0%

株式先物/株価指数オプション等（②）*1 -4.1%

債券先物/債券先物オプション等*1 23.8%

その他*1 *2 -2.7%

株式実質比率（①+②） 35.4%

※ 資産構成比率は、当ファンドの実質的な運用会社であるニュートンの判断に
よる一定の資産区分基準に基づいた参考値です。なお、資産区分の基準は
今後変更となる可能性があります。

※ 資産構成比率、通貨配分は、投資対象ファンドのBNYメロン・グローバル・
リアル・リターン･ファンド（米ドル建て）の純資産総額を100%として計算した値です。

※ 資産構成比率の金関連株には、貴金属関連株も含まれます。
※ 資産構成比率の国債には、州債、政府機関債等の公債も含まれます。
※ 小数点以下第2位を四捨五入しているため、足し合わせても100%に一致しないこと

があります。
*1 資産構成比率の株式先物/株価指数オプション等及び、債券先物/債券先物

オプション等の値は、オプション等の価格変動額と対象とする原資産の
価格変動額の比率を基に原資産に換算した金額の比率になります。（主要
対象ファンドの実質的な運用会社であるニュートン社が一定の基準で算出）

*2  その他には、株式実質比率の算出には含めない金関連株式先物/オプション
等が含まれます。
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基準日: 2020年7月31日

株式の国・地域別配分 株式業種別構成比率上位5位

株式組入銘柄数

株式上位5銘柄

債券上位5銘柄

12.5%

14.2%

6.5%

6.0%

0.4%

0.0%

39.5%

欧州(除く英国)

北米

英国

アジア・パシフィック(除く日本)

日本

その他

株式合計

1 8.6%

2 5.3%

3 5.0%

4 4.9%

5 3.7%

6 12.0%その他

生活必需品

情報技術

金融

一般消費財･サービス

ヘルスケア

64

債券の国・地域別配分

米国 2.0%

英国 3.0%

欧州（除く英国） 6.3%

日本 0.0%

アジア・パシフィック(日本除く） 6.7%

その他 6.9%

債券合計 24.9%

※ 国・地域別配分および組入比率は、投資対象ファンドのBNYメロン・グローバル・
リアル・リターン･ファンド（米ドル建て）の純資産総額を100%として計算した値です。

※ 株式の国・地域別配分、株式業種別構成比率、株式組入銘柄数には
金関連株は含まれません。

※ 株式業種別構成比率上位5位は、世界産業分類基準（GICS）の分類に基づきます。
※ 債券の国・地域別配分には、国債、州債、政府機関債、インデックス連動債、社債、

新興国債券などが含まれます。
※ 上位銘柄リストは、投資対象ファンドのBNYメロン・グローバル・リアル・

リターン･ファンド（米ドル建て）のデータを基に作成したものです。

銘柄名 国 業種 組入比率

1 マイクロソフト 米国 情報技術 1.3%

ソフトウエアメーカー。ソフトウエア製品の開発、製造、ライセンス供与、販売、サポートに従事。
オペレーティングシステム、サーバー・アプリケーション、法人・個人向けアプリケーションのソフ
トウエア、ソフトウエア開発ツール、およびインターネット／イントラネットソフトウエアを手掛け
る。テレビゲーム機、デジタル音楽・娯楽用機器も開発する。

2 リンデ 英国 素材 1.2%
工業ガス及びエンジニアリング会社。主に、工業用ガスの製造および製造機器の設計、エンジ
ニアリングなどを通じてさまざまな業界の顧客にサービスを提供する。世界各地で事業を展開。

3
友邦保険控股

（ＡＩＡ　Ｇｒｏｕｐ　Ｌｔｄ）
香港 金融 1.2%

生命保険および金融サービス会社。個人・法人向け生命保険、傷害保険、医療保険、退職計
画、資産管理サービスを提供。

4 ディアジオ 英国 生活必需品 1.1%
アルコール飲料メーカー。ウォッカ、ウイスキー、テキーラ、ジン、ビールなど、幅広いブランド飲
料を販売する。

5 バイエル ドイツ ヘルスケア 1.1%
医薬品メーカー。ヘルスケアおよび農業製品を製造する。主な製品は、鎮痛・解熱剤、抗生物
資、抗感染薬、心臓血管・腫瘍・中枢神経に対する薬剤、店頭薬、診断薬、動物向けヘルスケ
ア製品のほか、農薬、プラスチック、ポリウレタンなど。

銘柄名 国名 通貨 クーポン（%） 償還日 組入比率

1 オーストラリア国債 オーストラリア オーストラリア・ドル 3.250 2039/06/21 1.8%

2 オーストラリア国債 オーストラリア オーストラリア・ドル 3.000 2047/03/21 1.4%

3 ニューサウス・ウェールズ財務公社 オーストラリア オーストラリア・ドル 2.750 2025/11/20 1.1%

4 ハンガリー国債 ハンガリー ハンガリー・フォリント 3.000 2030/08/21 0.8%

5 ニュージーランド国債 ニュージーランド ニュージーランド・ドル 2.500 2040/09/20 0.8%
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基準日: 2020年7月31日

コメント

当ファンドの当月末の基準価額は、四半期決算コース（為替ヘッジあり）が10,447円、四半期決算コース（為替ヘッジなし）が10,328円となりました。

月間のパフォーマンスは、四半期決算コース（為替ヘッジあり）が+3.82%、四半期決算コース（為替ヘッジなし）が+1.71%、設定来から当月末までの

パフォーマンスは、四半期決算コース（為替ヘッジあり）が+7.61%、四半期決算コース（為替ヘッジなし）が+5.34%となりました。当月、米ドルに対し

て円高となりましたが、四半期決算コース（為替ヘッジあり）のパフォーマンスについては為替ヘッジにより為替相場変動の影響は限定的でした。

米国株式市場は、新型コロナウイルスの感染再拡大や米国と中国の対立激化などを受けて上値が重くなる場面もありましたが、新型コロナウイ

ルスのワクチンや治療薬開発の進展期待、追加経済対策の実施や金融緩和政策の長期化観測などを背景に、買い優勢の展開が続きました。

特に、ハイテク株比率が高いナスダック総合指数は、アップルやアマゾンの好決算などを受けて過去最高値を更新しました。一方、欧州株式市場

は、欧州復興基金の設立合意への期待などから月半ばまでは堅調に推移したものの、ドイツの経済指標の落ち込みなどを受けて域内景気の先

行き不透明感が強まり、月末にかけて下落しました。エマージング株式市場は、中国景気の回復期待や原油価格の安定などが好感され、中国

（上海）、ブラジル、ロシアなどの株式市場が大きく上昇しました。

欧米国債市場は、高値警戒感などから短期的に弱含む場面があったものの、新型コロナウイルスの感染再拡大への警戒感が強まる中で、経済

活動の正常化が遅れ世界的な金融緩和が長期化するとの観測が高まったことなどから、月を通じて買い優勢の展開が続きました。また、米国と

中国の対立激化が「質への逃避」による債券買いの動きを強めたことも欧米国債市場の上昇要因となりました。ハイイールド債券市場やエマージ

ング債券市場は、中国景気の底打ち感が強まったことに加え、主要各国における長期金利の低下、原油価格が安定的に推移したことなどを受け

て、前月末対比で上昇しました。

為替市場では、米ドルは主要通貨に対して全般的に下落となりました。商品市況は、エネルギー、金などの貴金属、銅などの工業用金属、農作

物はいずれも上昇しました。原油価格は、新型コロナウイルスの感染再拡大などが上値を押さえる要因となったものの、米国などで景気回復を示

唆する経済指標の発表が相次いだことなどから月を通じて底堅い推移が続きました。金価格は、米国と中国の対立激化に加え、米金融当局が

金融緩和政策を強化する可能性を示唆したことなどを受けて、月半ば以降に大きく上昇しました。

当月の主要投資対象ファンドはプラスのリターンとなりました。株式資産は、エネルギーセクターの保有がマイナス寄与となった一方、情報技術セ

クター、一般消費財・サービスセクター、生活必需品セクター、公益事業セクターなどのその他のセクターの保有はすべてプラス寄与となり、株式

資産全体でもプラス寄与となりました。株式エクスポージャーの一部をヘッジしている株式インデックス先物及びオプションなどはマイナス寄与と

なりました。債券資産においては、国債、社債、新興国債券の保有はすべてプラス寄与となりました。商品資産配分において金商品のエクスポー

ジャーとして保有している金関連株、金価格連動上場投資信託などはプラス寄与となりました。当月、主要通貨に対して米ドルが下落となった中、

主要投資対象ファンド内で行っている現地通貨売/米ドル買の為替取引はマイナス寄与となりました。

経済活動の再開と新型コロナウイルスの感染再拡大の状況に市場の注目が集まっています。市場の混乱に対する前例のない規模の金融・財政

面での強固な対応により、これまでのところ非常に大きな経済の停滞や金融危機は回避されているようですが、今後の課題は多いと考えます。

新型コロナウイルスのワクチン開発は進んでいるものの、引き続き、ウイルスとの共存を余儀なくされる状況が続くと思われる中、既にある程度の

経済的損失が発生しています。さらに、米国の大統領選挙も市場に動揺をもたらす可能性があるでしょう。各国の金融・財政支援の規模を考慮し、

今後の市場見通しについては前向きではあるものの、変動性は高い水準にとどまるとみています。引き続き、主要投資対象ファンドにおいては、

資産保全に注力しつつ、市場リスクを注視し、状況に応じて「リターン追求資産」と「リスク相殺資産」を機動的に調整しながら慎重な姿勢で運用に

取り組んで参ります。

BNYメロン・リアル・リターン・ファンド四半期決算コース（為替ヘッジあり）、及び、四半期決算コース（為替ヘッジなし）は、 2020年8月11日をもって

信託期間が終了し、繰上償還となることから、投資対象ファンドの売却を行いました。

月次レポートは本レポート（データ基準日：2020年7月31日）をもって最終とさせていいただきます。皆様のご愛顧に心から感謝申し上げます。
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お申込み、投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は、以下の販売会社へお申し出下さい。

委託会社その他の関係法人の概要

登録番号 日本証券業協会
一般社団法人

日本投資顧問業
協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

いちよし証券株式会社 金融商品取引業者
関東財務局長
(金商)第24号

○ ○

株式会社SBI証券 金融商品取引業者
関東財務局長
(金商)第44号

○ ○ ○

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者
東海財務局長
(金商)第140号

○ ○ ○

播陽証券株式会社 金融商品取引業者
近畿財務局長
（金商）第29号

○

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者
関東財務局長

（金商）第165号
○ ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者
関東財務局長
(金商)第195号

○ ○ ○ ○

金融商品取引業者名

委    託    会   社  BNY メロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社 （信託財産の運用指図等）

受    託    会   社  三菱UFJ信託銀行株式会社 （ファンドの保管・管理業務等）

販    売    会   社  （ファンドの募集・販売の取扱い等）販売会社のご照会先は以下をご参照ください。


